
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
一
）―

一
八
（
67
）

　
『
百
人
一
首
か
る
た
』
の
札
に
描
か
れ
る
絵
と
い
え
ば
、
そ
の
歌
を
詠
ん
だ
歌
人

の
姿
が
ま
ず
念
頭
に
浮
か
ぶ
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
か
る
た
の
中
に

は
、
歌
の
内
容
や
詠
歌
状
況
な
ど
を
表
す
「
歌
意
絵
」
を
載
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
当
時
の
人
々
の
『
百
人
一
首
』
の
歌
に
対
す
る
理
解
の
表
れ
で
も
あ
ろ
う
。

　

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
文
献
室
に
は
、
江
戸
時
代
の
『
百
人
一
首
か
る
た
』

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
、
歌
意
絵
入
り
か
る
た
が
複
数
存
し
、
図

柄
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
か
る
た
四
種
に
つ
い
て
、

札
の
影
印
と
翻
字
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
古
注
釈
を
参
看
し
な
が
ら
、
歌
意
絵
の

図
柄
に
関
す
る
比
較
考
察
を
行
う
。
今
回
は
、『
百
人
一
首
』
一
番
か
ら
六
番
ま
で

の
札
を
取
り
上
げ
る
。

　

四
種
の
か
る
た
の
呼
称
に
は
、
便
宜
上
、「
か
る
た
Ａ
」
～
「
か
る
た
Ｄ
」
を
そ

れ
ぞ
れ
用
い
る
。
以
下
、
同
志
社
大
学
図
書
館D

O
O

RS

に
拠
っ
て
、
か
る
た
の
基

本
情
報
を
示
す
。

（
１
）
か
る
た
Ａ

タ
イ
ト
ル
：
絵
変
わ
り
百
人
一
首
か
る
た

出
版
事
項
：［
製
作
地
不
明
］：［
製
作
者
不
明
］、［
江
戸
期
］

形
態
事
項
：
１
組
（
200
枚
）；

7.0
×
4.8 

cm

注 　
　

記
：
書
名
は
目
録
作
成
者
に
よ
る
。
木
箱
入
。
各
札
と
も
挿
絵
に
筆
彩
あ
り
。

各
札
と
も
裏
面
は
銀
箔
。
各
々
表
は
絹
、
裏
は
金
銀
切
箔
の
帙
入
。
中
箱
（
黒
漆

の
重
ね
箱
）、
外
箱
（
木
箱
）
に
収
納
。
木
箱
に
墨
書
で
「
徳
川
時
代 

裏
銀 

丹

緑
繪
取
カ
ル
タ 

蒔
繪
箱
入
」
と
あ
り
。

請
求
記
号
：911.147￨￨E9263

資
料
番
号
：146700558

資
料
紹
介

　
　
　
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察（
一
）―

福
　
田
　
智
　
子
・
穂
　
満
　
建
　
等
・
髙
　
瀬
　
真
里
奈
・
李
　
　
　
　
羽

　

本
稿
は
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
『
百
人
一
首
か
る
た
』
の
う
ち
、
歌
意
絵
入
り
か
る
た
四
種
に
つ
い
て
、
札
の
影

印
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
翻
字
と
、
古
注
釈
を
参
看
し
た
歌
意
絵
の
図
柄
に
関
す
る
比
較
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、『
百
人
一
首
』
一
番
か
ら
六
番
ま

で
の
札
を
取
り
上
げ
る
。

文
化
情
報
学　

十
四
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文
化
情
報
学　

十
四
巻
一
号
（
平
成
三
十
年
十
一
月
）

一
九
（
66
）

書
誌ID

：BB12881774

閲
覧
可
能
フ
ァ
イ
ル
へ
の
リ
ン
ク
（
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
）

　
https://doors.doshisha.ac.jp/duar/repository/ir/23689/?lang=0

（
２
）
か
る
た
Ｂ

タ
イ
ト
ル
：
歌
絵
百
人
一
首
か
る
た

出
版
事
項
：［
製
作
地
不
明
］：［
製
作
者
不
明
］

形
態
事
項
：
か
る
た
１
箱
（
読
札
100
枚
、
取
札
100
枚
）；

8.6
×
6.2 

cm

注 　
　

記
：
書
名
は
目
録
作
成
者
に
よ
る
。
木
箱
入
（

16.2
×

11.9
×
9.0 

cm
）。
木
箱
蓋

裏
に
「
伊
藤
仁
兵
衞
」
と
あ
り
。

請
求
記
号
：911.147￨￨U

9601

資
料
番
号
：156700025

書
誌ID

：BB12915990

閲
覧
可
能
フ
ァ
イ
ル
へ
の
リ
ン
ク
（
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
）

　

https://doors.doshisha.ac.jp/duar/repository/ir/23690/?lang=0

（
３
）
か
る
た
Ｃ

タ
イ
ト
ル
：
絵
変
わ
り
百
人
一
首
か
る
た

出
版
事
項
：［
製
作
地
不
明
］：［
製
作
者
不
明
］ 

形
態
事
項
：
か
る
た
１
箱
（
読
札
100
枚
、
取
札
100
枚
）；

8.2
×
5.7 

cm

注　
　

記
：
書
名
は
目
録
作
成
者
に
よ
る
。
木
箱
入
（

15.1
×

10.4
×

12.7 

cm)

請
求
番
号
：911.147￨￨E9263

資
料
番
号
：166700139

書
誌ID

：BB12965591

（
４
）
か
る
た
Ｄ

タ
イ
ト
ル
：
歌
絵
百
人
一
首
か
る
た

出
版
事
項
：［
製
作
地
不
明
］：［
製
作
者
不
明
］

形
態
事
項
：
か
る
た
１
箱
（
読
札
100
枚
、
取
札
100
枚
）；

8.1
×
5.3 

cm

注　
　

記
：
書
名
は
目
録
作
成
者
に
よ
る
．
木
箱
入
（

14.3
×

10.7
×

10.8 

cm
）

請
求
番
号
：911.147￨￨U

9601

資
料
番
号
：176700497

書
誌ID

：BB13016534

　
凡
　
例

一
、
冒
頭
に
、『
百
人
一
首
』
の
歌
番
号
を
示
す
。

一 

、
か
る
た
四
種
の
影
印
を
列
挙
し
、
そ
の
下
に
翻
刻
本
文
を
示
す
。
漢
字
・
仮
名

と
も
に
通
行
の
字
体
を
用
い
る
が
、
で
き
る
限
り
本
か
る
た
の
原
態
を
尊
重
す
る
。

　

１
、
仮
名
遣
い
・
反
復
記
号
・
送
り
仮
名
は
、
元
の
札
の
ま
ま
と
す
る
。

　

２
、
濁
点
や
句
読
点
は
付
さ
な
い
。

　

３
、
改
行
や
字
下
げ
な
ど
は
、
可
能
な
限
り
元
の
札
の
配
置
を
生
か
す
。

一 

、【
字
母
】
で
は
、
翻
刻
の
本
行
本
文
に
即
し
た
仮
名
の
字
母
を
示
す
。
漢
字
や

踊
り
字
な
ど
、
仮
名
以
外
の
表
記
に
は
（　

）
を
付
す
。

一 

、【
古
注
釈
】
で
は
、
歌
意
絵
を
考
察
す
る
際
の
着
眼
点
ご
と
に
、
古
注
釈
の
本

文
を
引
用
す
る
。
ま
ず
、
島
津
忠
夫
氏
・
上
條
彰
次
氏
編
著
『
百
人
一
首
古
注
』

（
和
泉
書
院
、
一
九
八
二
年
二
月
）
を
参
看
し
、
必
要
に
応
じ
て
、『
百
人
一
首
古

注
釈
叢
刊
』（
和
泉
書
院
）
に
よ
り
補
う
。

一 

、【
考
察
】
で
は
、
引
用
し
た
古
注
釈
に
依
拠
し
な
が
ら
、
四
種
の
か
る
た
の
図

柄
を
比
較
検
討
す
る
。
な
お
、
適
宜
、『
百
人
一
首
像
讃
抄
』（
菱
川
師
宣
画
、
延

宝
六
年
刊
）
の
挿
絵
を
参
照
す
る
。



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
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翻
字
と
考
察
（
一
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二
〇
（
65
）

一
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

天
智
天
皇

あ
き
の
た
の

　
か
り

　
　
ほ
の

と
ま
を
　
い
ほ
の

　
あ
ら
み

わ
か

　
こ
ろ
も

　
　
　
て
は

つ
ゆ
に

　
　
ぬ
れ

　
　
　
　
つ
ゝ

　
天
智
天
皇

秋
の
田
の
　
　
わ
か
衣
手
は

か
り
ほ
の
　
　
つ
ゆ
に

い
ほ
の
　
　
　
　
　
ぬ
れ

と
ま
を
あ
ら
み
　
　
　
つ
ゝ

わ
か
こ
ろ
も

　
手
は

露
に

ぬ
れ
つ
ゝ

天
智
天
皇

秋
の
田
の

　
か
り
ほ
の

菴
の
篷
を

　
　
あ
ら
み

吾
衣
　
濡

　
手
は
　
つ
ゝ

　
　
露
に

　
天
智
天
皇

秌
の
田
の

　
か
り
穂
の

庵
の
笘
を

　
あ
ら
み

　
　
露
に

　
　
　
ぬ
れ
つ
ゝ

我　
　
こ
ろ
も

　
　
　
　
手
は



文
化
情
報
学　

十
四
巻
一
号
（
平
成
三
十
年
十
一
月
）

二
一
（
64
）

【
字
母
】

［
Ａ
］（
天
智
天
皇
）

　
　

安
幾
能
多
乃　

可
利
本
乃
以
本
乃　

止
万
遠
阿
良
美

　
　

和
可
己
呂
毛
天
八　

川
由
尓
奴
連
川
（
ゝ
）

［
Ｂ
］　
（
天
智
天
皇
）

　
　
（
秋
）
農
（
田
）
能　

閑
李
本
乃
（
菴
）
農　
（
篷
）
乎
安
羅
美

　
　
（
吾
衣
）　
（
濡
）（
手
）
盤　
（
露
）
耳
（
濡
）
都
（
ゝ
）

［
Ｃ
］　
（
天
智
天
皇
） 

　
　
（
秋
）
乃
（
田
）
能　

可
利
本
乃
以
保
乃　

止
満
遠
阿
良
三

　
　

王
可
（
衣
手
）
盤　

徒
由
尓
奴
連
徒
（
ゝ
）

　
　

和
可
古
呂
毛
（
手
）
八　
（
露
）
尓
奴
連
川
（
ゝ
）

［
Ｂ
］（
天
智
天
皇
）

　
　
（
秌
）
乃
（
田
）
乃　

可
梨
（
穂
）
乃
（
庵
）
農　
（
笘
）
遠
安
良
三

　
　
（
我
）
己
呂
毛
（
手
）
八　
（
露
）
耳
奴
礼
川
（
ゝ
）

【
古
注
釈
】

一
、「
理
世
撫
民
体
」
の
こ
と
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 

裏
の
義
理
に
、
田
夫
の
か
や
う
に
苦
労
す
る
を
思
食
や
れ
ば
、
御
衣
の
袂
も
更

に
秋
の
田
の
露
に
し
ほ
る
ゝ
如
く
な
る
と
云
、
帝
恵
の
有
也
。

　

○
『
米
沢
抄
』

　
　

 

田
家
の
興
也
。
撫
民
躰
。
貞
観
云
太
宗
、
我
得
帝
徳
、
思
国
耕
疲
在
其
中
。
民

業
の
く
る
し
き
を
あ
は
れ
び
て
、
御
衣
の
袖
を
し
ぼ
り
た
ま
ふ
也
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

此
歌
、
理
世
撫
民
の
心
あ
れ
ば
、
此
集
の
巻
頭
に
い
る
ゝ
也
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

 

十
善
万
乗
の
御
位
に
ま
し
ま
し
て
底
下
の
奴
を
あ
わ
れ
み
給
ふ
事
、
明
皇
の
慈

悲
の
御
蕙
と
申
也
。

　

○
『
師
説
抄
』

　
　

 

歌
の
心
は
、
民
の
田
を
守
る
辛
労
を
天
子
の
思
召
哀
み
給
也
。
其
時
は
、
我
の

字
民
の
上
に
か
け
て
み
る
也
。

　

○
『
季
吟
抄
』

　
　

 

民
の
田
を
守
さ
ま
を
天
子
の
御
身
と
し
て
思
召
や
り
た
る
、
撫
民
理
世
体
の
歌

な
る
べ
し
。

　

○
『
雑
談
』

　
　

民
の
わ
ざ
を
思
召
や
り
た
る
御
あ
は
れ
み
の
涙
に
て
ぬ
れ
た
る
を
、
…
…

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

此
歌
は
、
天
子
の
御
身
を
み
づ
か
ら
お
し
下
し
て
、
土
民
に
成
て
よ
ま
せ
給
ふ

る
、
有
が
た
き
な
り
。

二
、「
か
り
ほ
の
い
ほ
」
の
解
釈
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 

か
り
ほ
と
云
に
、
苅
穂
と
云
一
義
、
又
は
借
庵
と
云
義
あ
り
。
爰
に
て
も
只
借

庵
の
心
成
べ
し
。
か
り
い
ほ
の
庵
と
詞
を
重
た
る
な
り
。（
中
略
）
万
葉
に
、

真
木
柱
作
る
杣
人
卒
尓
に
借
庵
の
為
に
作
り
け
め
や
も
、
と
あ
り
。
こ
れ
も
借

庵
也
。

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

 

か
り
庵
の
い
ほ
よ
ろ
し
か
る
べ
き
に
や
。
古
の
歌
は
同
事
を
重
よ
む
事
常
の
儀

也
。



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
一
）―

二
二
（
63
）

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

三
の
句
ま
で
は
田
家
の
意
を
い
ひ
つ
め
来
り
て
、
…
…

三
、
庵
の
様
子
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

番
小
屋
の
屋
根
の
苫
の
あ
み
や
う
が
あ
ら
さ
に
、
…
…

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

 

さ
て
歌
の
心
は
、
秋
の
田
の
庵
の
其
時
過
て
、
秋
も
末
に
成
行
て
と
ま
な
ど
も

な
く
く
ち
は
て
ゝ
、
…
…

　

○
『
古
注
』

　
　

 

秋
の
田
を
ば
か
り
て
、
そ
の
跡
に
い
ほ
り
ば
か
り
あ
れ
て
の
こ
り
た
る
に
、

…
…

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

 

こ
の
歌
の
心
は
、
嵯
峨
へ
御
幸
の
時
お
り
ふ
し
秋
の
こ
ろ
な
り
し
か
ば
、
小
田

守
か
り
や
を
ゑ
い
ら
ん
あ
り
て
あ
そ
ば
し
た
る
御
歌
な
り
。

　

○
『
異
見
』

　
　

か
り
に
結
べ
る
あ
き
田
の
庵
の
苫
の
ひ
ま
ひ
ま
あ
ら
け
れ
ば
、
…
…

【
考
察
】

　

四
種
の
か
る
た
に
は
、
描
か
れ
方
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
刈
っ
た
稲

束
が
描
か
れ
る
。［
Ａ
］
は
、
民
が
稲
刈
り
を
し
て
い
る
場
面
で
、
画
面
左
下
の
人

物
は
、
稲
束
を
天
秤
棒
の
前
後
に
掛
け
て
運
ん
で
い
る
。
同
様
の
人
物
は
、［
Ｃ
］

の
下
句
札
に
も
見
え
る
。［
Ｂ
］
は
、
上
句
札
の
下
方
に
稲
束
と
鎌
の
み
を
描
く
。

一
方
、［
Ｄ
］
に
は
、
稲
刈
り
を
終
え
た
田
の
畦
道
沿
い
に
小
屋
が
立
っ
て
お
り
、

そ
の
傍
ら
に
刈
り
取
っ
た
稲
束
が
干
し
て
あ
る
風
景
で
あ
る
。

　

人
物
を
描
く
の
は
［
Ａ
］
で
、
農
民
が
共
同
で
農
作
業
を
し
て
い
る
の
を
、
屋
敷

の
中
に
座
し
た
天
智
天
皇
が
眺
め
て
い
る
と
い
う
図
柄
で
あ
る
。［
Ａ
］
は
、
す
べ

て
の
札
に
人
物
が
描
か
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
農
作
業
を
す

る
農
民
を
描
く
図
柄
の
中
に
、
天
智
天
皇
を
配
置
す
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
歌
が
、

「
撫
民
体
」（
米
沢
抄
）、「
理
世
撫
民
」（
天
理
本
聞
書
）
な
ど
と
さ
れ
る
よ
う
に
、

天
皇
が
民
を
憐
れ
ん
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
と
い
う
理
解
の
表
れ
で
も
あ
ろ
う
。

　

稲
刈
り
と
い
う
農
作
業
に
着
目
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、［
Ａ
］［
Ｂ
］
の
他
、

稲
束
と
鎌
を
描
く［
Ｃ
］も
共
通
す
る
が
、
そ
れ
は
、「
か
り
ほ
の
い
ほ
」の「
か
り
ほ
」

に
「
刈
穂
」
の
意
を
汲
ん
だ
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
古
注

釈
の
な
か
に
は
、
こ
こ
は
「
刈
穂
」
で
は
な
く
「
仮
庵
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の

が
あ
り
、
と
く
に
『
経
厚
抄
』
は
、「
真
木
柱
作
る
杣
人
い
さ
さ
め
に
仮
廬
の
た
め

と
作
り
け
め
や
も
」（
万
葉
集
・
巻
七
・
一
三
五
九
・
一
三
五
五
）
と
い
う
具
体
例
を

根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　
「
庵
」
を
描
く
の
は
［
Ｄ
］
で
、
前
述
の
と
お
り
、
刈
っ
た
稲
束
を
干
し
て
い
る

さ
ま
か
ら
、
稲
刈
り
後
の
田
と
小
屋
の
様
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
苫
な
ど
も
朽

ち
果
て
て
い
る（
宗
祇
抄
）と
ま
で
は
い
か
な
い
に
し
ろ
、
秋
の
田
の
稲
を
刈
り
取
っ

た
後
に
、
農
作
業
用
の
小
屋
だ
け
が
荒
れ
た
様
子
で
残
っ
て
い
た
（
古
注
）
と
い
う

情
景
と
重
な
っ
て
こ
よ
う
。［
Ｄ
］
は
、
天
皇
の
詠
の
契
機
を
、
農
作
業
中
の
民
の

様
子
で
は
な
く
、
稲
刈
り
の
済
ん
だ
仮
小
屋
の
さ
ま
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。
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二
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

　
　
持
統
天
皇

春
す
き
て

　
夏
き
に

け
ら
し

　
白
た
え
の

　
あ
ま
の

　
　
か
く
山

衣
ほ

　
す

　
　
　
て
ふ

　
　
天
皇

き　
　
　
　
天
の（
磨
滅
の
た
め
判
読
不
能
文
字
多
し
）

衣
ほ
す

　
　
て
ふ

あ
ま
の

　
か
く
山

　
持
統
天
皇

は
る
す
き
て

な
つ
き
に

け
ら
し
し
ろ

　
　
　
た
へ
の

天
香
久
山

　
ほ
す
て
ふ

こ
ろ
も

　
　
た
へ
の

　
し
ろ

　
　
け
ら
し

　
　
　
な
つ
き
に

春
過
て

　
　
持
統
天
皇

こ
ろ
も

　
　
ほ
す
て
ふ

あ
ま
の

　
　
か
く
山
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
持
統
天
皇
）

　
　
（
春
）
春
起
天　
（
夏
）
幾
仁
遣
良
之　
（
白
）
多
衣
能

　
　
（
衣
）
本
春
天
婦　

安
万
能
可
久
（
山
）

［
Ｂ
］（
持
統
天
皇
）

　
　

者
留
須
支
天　

奈
川
幾
尓
介
良
之　

志
呂
多
阝
能

　
　

己
呂
毛
保
須
天
不　
（
天
香
久
山
）

［
Ｃ
］（　
　

天
皇
）

 

起

 

　
　
　

天
能

　
　
（
衣
）
本
春
天
不　

阿
末
乃
加
久
山

［
Ｄ
］（
持
統
天
皇
）

　
　
（
春
過
）
天　

奈
川
幾
尓
介
良
之　

志
路
堂
部
乃

　
　

己
路
裳
保
須
天
不　

安
万
乃
可
久
（
山
）

【
古
注
釈
】

一
、
天
女
が
干
す
衣
。

　

○
『
米
沢
抄
』

　
　

 

首
夏
の
歌
也
。
此
山
む
か
し
天
女
下
り
て
つ
ね
に
衣
を
ほ
す
所
也
。
夏
を
む
か

へ
て
、
此
山
の
其
女
の
躰
を
云
也
。

二
、
民
が
干
す
衣
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 

此
山
は
、
藤
原
宮 

持
統
文
武 

御
時
離
宮
と
見
え
た
る
よ
し
、
詞
林
採
葉
に
在

之
。
其
時
在
家
も
あ
り
け
れ
ば
、
衣
ほ
す
模
様
を
ご
覧
じ
て
、
光
陰
の
移
り
行

を
感
ぜ
し
め
て
読
給
へ
る
歌
と
可
見
。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

 

高
市
郡
藤
原
宮
よ
り
ち
か
く
見
や
ら
せ
た
ま
へ
ば
、
山
片
付
て
住
家
住
家
よ

り
、
箱
の
中
に
た
ゝ
み
お
け
り
し
夏
衣
を
取
出
て
ほ
せ
る
が
、
あ
ま
た
白
妙
に

見
ゆ
る
に
付
て
、
…
…

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

天
皇
埴
安
の
堤
の
上
な
ど
に
幸
し
時
、
人
の
家
に
衣
の
か
け
乾
て
有
け
ん
を
見

そ
な
は
し
て
、
春
も
過
て
夏
は
来
る
ら
し
云
々
と
、
有
が
ま
ゝ
に
の
た
ま
へ

り
。

三
、「
白
妙
の
衣
」
は
春
霞
の
比
喩
表
現
。

　

○
『
宗
衹
抄
』

　
　

 

此
歌
は
更
衣
の
心
也
。
其
故
は
、
天
の
か
ぐ
山
は
高
山
に
て
春
の
間
は
霞
ふ
か

く
お
ほ
ひ
か
く
し
て
そ
れ
と
も
み
え
ぬ
が
、
春
過
ぬ
れ
ば
霞
た
ち
さ
り
て
、
夏

の
空
に
此
山
さ
だ
さ
だ
と
明
白
に
み
ゆ
る
を
白
妙
の
衣
ほ
す
と
は
い
ふ
也
。
ほ

す
は
衣
の
え
ん
な
り
。
い
か
で
明
に
見
ゆ
れ
ば
と
て
白
妙
の
衣
と
は
い
ふ
ぞ
と

い
ふ
人
あ
り
。
春
は
霞
の
衣
に
お
ほ
は
れ
た
る
山
、
其
霞
の
衣
を
ぬ
ぎ
た
る
様

な
れ
ば
、
白
妙
の
衣
と
は
い
へ
り
。
霞
の
衣
を
い
へ
る
詞
也
。

　

○
『
米
沢
抄
』〔
小
書
〕

　
　

 

山
ノ
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
ハ
、
夏
来
ル
ユ
ヘ
ト
疑
フ
心
也
。
春
ハ
霞
テ
サ
ヤ
カ
ナ
ラ

ズ
、
夏
ハ
明
ラ
カ
ナ
レ
バ
、
山
も
衣
ヲ
カ
ヘ
タ
ル
ト
也
。
此
天
気
晴
タ
ル
時
山

ヲ
見
テ
心
得
ベ
シ
。

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

 

霞
の
衣
を
ぬ
ぎ
て
明
白
に
此
山
の
見
え
た
る
を
、
白
妙
の
衣
と
い
へ
る
に
や
。

衣
は
白
き
も
の
な
れ
ば
、
如
此
い
ふ
な
る
べ
し
。
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。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 
春
過
て
も
、
白
妙
も
、
枕
詞
ほ
ど
に
成
也
。
此
事
共
喜
撰
が
式
に
見
ゆ
る
所
共

也
。

　

○
『
異
見
』

　
　

 

白
妙
は
、
衣
と
い
は
ん
枕
な
ら
ん
は
論
な
け
れ
ど
、
猶
そ
の
衣
大
か
た
は
白
か

り
し
な
る
べ
し
。

　

○
『
百
首
一
首
諺
解
』（
親
阿
）〔
百
人
一
首
注
釈
書
叢
刊
14
〕

　
　

 

頓
公
曰
。（
中
略
）衣
は
白
き
物
な
れ
ば
な
ど
と
云
る
説
あ
り
。
尤
凡
卑
の
説
也
。

衣
は
白
き
に
は
限
る
べ
か
ら
ず
。
春
過
て
夏
来
る
頃
に
は
霞
も
晴
て
白
妙
に
空

も
晴
て
見
ゆ
れ
ば
空
も
衣
を
ほ
す
か
と
云
へ
り
。

【
考
察
】

　

四
種
類
の
絵
入
り
か
る
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
全
く
異
な
る
図
柄
を
も
っ
て
い
る
。

［
Ａ
］
は
、
下
句
札
の
上
半
分
に
、
女
性
と
、
木
に
掛
け
ら
れ
た
衣
の
よ
う
な
も
の

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、［
Ｂ
］
は
、
上
句
札
の
下
方
に
、
歌
の
内
容
を

象
徴
的
に
示
す
衣
だ
け
を
描
く
。［
Ｃ
］
に
な
る
と
、
上
句
札
の
表
面
が
摩
滅
し
て

お
り
、
わ
ず
か
に
「
天
皇
」
と
い
う
文
字
が
判
読
さ
れ
る
。
挿
絵
は
、
下
句
札
の
下

半
分
に
、
山
の
風
景
と
、
そ
の
手
前
に
衣
が
干
し
て
あ
る
。そ
し
て
画
面
右
下
に
は
、

民
家
の
よ
う
な
家
の
屋
根
が
見
え
る
。［
Ｄ
］
は
、
上
句
札
の
右
下
斜
め
半
分
に
山

が
描
か
れ
、
山
肌
に
は
所
々
に
木
が
生
え
て
い
る
の
が
見
え
る
。

　
［
Ａ
］［
Ｂ
］［
Ｃ
］
の
札
に
は
、
図
柄
こ
そ
違
う
が
、
い
ず
れ
も
衣
が
描
か
れ
る
。

最
も
単
純
な
図
柄
な
の
は
、［
Ｂ
］の
札
の
白
い
衣
の
絵
で
あ
る
。「
白
妙
の
」
は
「
衣
」

に
付
く
枕
詞
だ
が
、
た
と
え
ば
『
異
見
』
は
、
単
な
る
枕
詞
で
は
な
く
、
白
い
衣
で

あ
る
と
指
摘
す
る
。
持
統
天
皇
の
歌
で
あ
り
、
ま
た
、
天
の
香
具
山
の
神
話
の
伝
承

と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
一
般
の
人
々
が
実
際
に
着
る
衣
で
は
な
く
、
神
事
に
用

い
る
小
忌
衣
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

そ
の
「
白
妙
の
衣
」
を
干
す
と
い
う
天
の
香
具
山
は
、
こ
の
時
、
い
っ
た
い
ど
う

い
う
情
景
だ
っ
た
の
か
、
具
体
的
に
想
像
を
巡
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、［
Ｄ
］

で
あ
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
山
は
、
も
ち
ろ
ん
天
の
香
具
山
だ
ろ
う
が
、
山
肌
の

所
々
に
木
々
が
生
え
て
い
る
様
子
が
細
か
く
描
か
れ
て
お
り
、
明
確
に
「
衣
」
と
思

わ
れ
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、『
宗
祇
抄
』
を
繙
い
て
み
る
と
、「
白
妙

の
衣
」
と
は
、
天
の
香
具
山
に
掛
か
っ
て
い
た
春
霞
の
見
立
て
で
あ
り
、
そ
の
春
霞

が
夏
に
な
っ
て
消
え
た
こ
と
を
、「
白
妙
の
衣
」
を
脱
い
で
干
し
た
の
だ
、
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、［
Ｄ
］
の
絵
は
、
春
霞
が
消
え
た
、
夏
の
天
の
香
具

山
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
天
の
香
具
山
に
霞
が
た
な
び
い
て
い
る
情
景
を
見
て
立
春
で
あ
る
こ
と
を

知
る
と
い
う
、『
万
葉
集
』
巻
第
十
春
雑
歌
の
巻
頭
歌
、「
ひ
さ
か
た
の
天
の
香
具
山

こ
の
夕
霞
た
な
び
く
春
立
つ
ら
し
も
」（
新
番
号
一
八
一
六
・
旧
番
号
一
八
一
二
）

を
踏
ま
え
て
、
持
統
天
皇
の
歌
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
「
霞
」
の
衣
を
脱

ぐ
こ
と
で
、
天
の
香
具
山
に
夏
が
到
来
す
る
と
い
う
発
想
も
生
ま
れ
て
こ
よ
う
。
ま

た
、「
霞
の
衣
」
と
い
う
語
句
は
、『
古
今
集
』
以
来
の
歌
こ
と
ば
で
も
あ
る
。

　

残
る
［
Ａ
］［
Ｃ
］
に
は
、
干
し
た
衣
が
描
か
れ
る
。［
Ａ
］
は
、
山
の
中
に
女
性

が
ひ
と
り
、
木
に
掛
か
っ
て
い
る
衣
を
見
て
い
る
様
子
で
あ
る
。『
三
奥
抄
』
は
、

前
述
の［
Ｄ
］の
絵
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
指
摘
し
た
『
宗
祇
抄
』
の
説
、
す
な
わ
ち
、

「
白
妙
の
衣
を
干
す
」
と
は
「
春
霞
が
消
え
る
」
こ
と
を
い
う
と
い
う
解
釈
を
述
べ

て
か
ら
、
さ
ら
に
、
こ
の
歌
の
作
者
と
さ
れ
る
持
統
天
皇
が
、
天
の
香
具
山
に
、
干

し
て
あ
る
衣
を
実
際
に
見
て
詠
ん
だ
歌
で
も
あ
る
の
だ
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
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見
方
は
、「
衣
干
し
た
り
」
と
い
う
目
の
前
の
情
景
を
詠
ん
だ
『
万
葉
集
』
の
本
文

の
解
釈
と
重
な
っ
て
く
る
。
山
で
衣
を
干
す
の
な
ら
ば
、
木
の
枝
に
掛
け
る
と
い
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、［
Ａ
］
の
絵
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し

た
も
の
と
考
え
得
る
。

　

そ
し
て
も
う
一
種
類
、
実
際
に
干
し
て
あ
る
衣
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
［
Ｃ
］
で

あ
る
。
た
だ
し
こ
の
挿
絵
は
、
衣
が
物
干
し
竿
に
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
画
面
右
下
の

方
に
人
家
の
屋
根
ら
し
き
も
の
が
ふ
た
つ
見
え
る
。
衣
が
干
し
て
あ
る
情
景
が
描
か

れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
さ
き
ほ
ど
の
［
Ａ
］
と
は
趣
が
全
く
異
な
る
。

　
［
Ｃ
］
の
挿
絵
を
理
解
す
る
に
は
、『
宇
比
麻
奈
備
』
が
参
考
に
な
る
。
そ
こ
に
述

べ
ら
れ
る
「
埴
安
」
は
、
香
具
山
付
近
に
あ
っ
た
古
い
地
名
で
、
香
具
山
の
西
側
の

麓
に
は
、
埴
安
の
池
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
地
名
で
あ
り
、

香
具
山
に
近
い
の
で
、
持
統
天
皇
が
「
埴
安
の
堤
の
上
な
ど

4

4

に
」
出
掛
け
た
時
に
ご

覧
に
な
っ
た
、
人
家
に
衣
が
掛
け
干
し
て
あ
る
情
景
を
そ
の
ま
ま
詠
ん
だ
の
だ
ろ

う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。［
Ｃ
］
に
は
、
画
面
の
上
の
方
に
山
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
手
前
の
青
く
塗
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、
あ
る
い
は
埴
安
の
池
で
あ
ろ
う
か
。
人

家
と
干
し
た
衣
は
、
ま
さ
に
『
宇
比
麻
奈
備
』
が
述
べ
る
情
景
と
重
な
っ
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
で
、［
Ａ
］［
Ｃ
］の
絵
に
は
、
衣
に
色
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。も
っ
と
も［
Ａ
］

は
、
木
版
の
札
に
丹
緑
の
彩
色
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
衣
と
思
し
き
部
分
に
朱
が

粗
雑
に
置
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
あ
る
い
は
、
木
に
掛
け
ら
れ
た
衣

を
目
立
た
せ
る
た
め
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ

に
し
て
も
、
衣
を
「
白
」
と
解
釈
し
て
い
れ
ば
、
そ
こ
に
朱
は
置
き
に
く
い
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
意
識
的
に
衣
に
色
を
付
け
た
と
見
ら
れ
る
［
Ｃ
］
の
絵
か
ら

は
、
白
の
イ
メ
ー
ジ
は
全
く
看
取
さ
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
干
し
て
あ
る
衣
は
白
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
、
白
で
あ
る

と
は
限
ら
な
い
、
と
い
う
捉
え
方
は
、
し
か
し
、
比
較
的
古
く
か
ら
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
、「
白
妙
の
」
を
単
な
る
枕
詞
と
い
う
く
ら
い
の
も
の
（
経
厚
抄
）

と
す
る
考
え
が
通
底
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
著
さ
れ
た

親
阿
『
百
首
一
首
諺
解
』
で
は
、
頓
阿（
一
二
八
九

－

一
三
七
二
）の
説
を
「
頓
公
曰
」

と
し
て
取
り
上
げ
、
実
際
に
干
す
衣
は
白
色
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
、「
白

妙
の
衣
」
を
干
す
と
い
う
持
統
天
皇
歌
の
解
釈
と
し
て
は
不
適
で
あ
り
、
霞
の
晴
れ

た
空
を
詠
ん
で
い
る
と
解
す
る
。
こ
の
説
を
信
ず
れ
ば
、
頓
阿
も
ま
た
、
こ
の
持
統

天
皇
歌
か
ら
「
白
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
取
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は

そ
の
点
よ
り
も
む
し
ろ
、
衣
が
干
し
て
あ
る
実
景
は
、
白
色
の
衣
の
み
で
は
な
い
は

ず
だ
と
い
う
指
摘
に
着
目
し
た
い
。［
Ａ
］
は
と
も
か
く
、［
Ｃ
］
の
場
合
は
、
衣
に

彩
色
を
施
す
こ
と
で
、
人
家
に
衣
が
干
し
て
あ
る
実
際
の
情
景
を
描
こ
う
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
当
時
の
解
釈
の
ひ
と
つ
と
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
か
る
た
［
Ｂ
］
の
上
句
札
に
見
え
る
ふ
た
つ
の
朱
印
「
〓
」
は
、
持
統
天

皇
以
下
二
十
一
人
の
女
性
歌
人
の
札
に
押
さ
れ
て
い
る
。



文
化
情
報
学　

十
四
巻
一
号
（
平
成
三
十
年
十
一
月
）

二
七
（
58
）

三
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

　
　
柿
本
人
丸

あ
し
ひ
き
の

　
山
と
り

　
　
　
　
の

し
た
り
　
お
の

　
お
の

な
か
〳
〵

　
し
よ
を

ひ
と
り

　
か
も

　
　
ね
ん

　
柿
本
人
麿

あ
し
引
の
　
な
か
〳
〵
し

山
と
り
の
　
よ
を

　
を
の
し
　
　
ひ
と
り

　
　
た
り
尾
の
　
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん

な
か

　
〳
〵

　
　
　
し

　
よ
を

　
ひ
と
り

　
　
か
も
ね
ん

　
柿
本
人
丸

あ
し
ひ
き
の

や
ま
と
り
（
の
脱
）

お
の
し
た
り

　
　
　
　
お
の

　
　
か
も
ね
む

　
な
か
〳
〵

　
　
　
　
と
り

し
よ
を
ひ

　
柿
本
人
麿

あ
し
曳
の

　
山
と
り

　
　
　
の

　
　
　
尾
の

　
し
た
り
を
の

な
か
〳
〵

　
　
し
よ
を

ひ
と
り

　
　
か
も
ね
ん



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
一
）―

二
八
（
57
）

【
字
母
】

［
Ａ
］（
柿
本
人
丸
）

　
　

安
之
比
幾
乃　
（
山
）
止
利
能
於
乃　

志
多
利
於
乃

　
　

奈
可
（
〳
〵
）
之
与
遠　

比
止
利
可
毛
祢
无

［
Ｂ
］（
柿
本
人
丸
）

　
　

安
之
飛
支
乃　

也
万
止
里（

マ
マ
）於

乃　

之
多
利
於
能

　
　

那
可
（
〳
〵
）
新
与
乎　

比
止
利
可
毛
祢
無

［
Ｃ
］（
柿
本
人
麿
）

　
　

阿
之
引
乃　
（
山
）
止
利
能
遠
乃　

之
太
利
尾
乃

　
　

奈
可
（
〳
〵
）
之
与
遠　

飛
止
利
可
毛
祢
无

　
　

奈
可
（
〳
〵
）
之
与
越　

飛
止
利
可
毛
祢
无

［
Ｄ
］（
柿
本
人
麿
）

　
　

安
之
（
曳
）
乃　
（
山
）
止
利
能
（
尾
）
乃　

之
多
利
遠
乃

　
　

奈
可
（
〳
〵
）
之
与
遠　

悲
止
利
可
毛
祢
无

【
古
注
釈
】

一
、
山
鳥
は
雌
雄
が
谷
を
隔
て
て
寝
る
と
い
う
説
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

山
鳥
は
昼
は
来
て
、
夜
は
尾
を
隔
て
ぬ
る
物
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

山
鳥
の
な
ら
ひ
と
し
て
、
雌
雄
ひ
る
は
一
所
に
居
れ
ど
も
よ
る
は
を
の
を
の
行

わ
か
れ
て
、
谷
を
へ
だ
て
ゝ
ぬ
る
も
の
也
。

　

○
『
峯
の
か
け
は
し
』

　
　

 

山
鳥
の
雌
雄
峯
を
へ
だ
て
ゝ
寝
（
ヌ
ル
）
に
た
と
へ
た
り
と
い
へ
る
説
は
、
序

歌
の
体
を
し
ら
ぬ
し
ひ
ご
と
な
り
。

　

○
『
異
見
』

　
　

 

又
初
学
云
、
同
集
（『
万
葉
集
』
を
指
す
…
…
筆
者
注
）
八
に
、
足
日
木
能
（
ア

シ
ヒ
キ
ノ
）　

山
鳥
許
曽
婆
（
ヤ
マ
ト
リ
コ
ソ
ハ
）　

峯
向
尓
（
ヲ
ム
カ
ヒ
ニ
）  

嬬
問
為
云
（
ツ
マ
ト
ヒ
ス
ト
イ
ヘ
）
と
よ
み
、
谷
隔
て
ぬ
る
よ
し
、
後
世
に
い

ひ
た
れ
ば
、
此
歌
は
序
に
し
て
、
譬
へ
ぞ
と
い
ふ
べ
け
れ
ど
、
又
巻
七
に
、
庭

鳥
（
ニ
ハ
ツ
ト
リ
）、
可
鶏
乃
垂
尾
乃
（
カ
ケ
ノ
タ
リ
ヲ
ノ
）　

乱
尾
乃
（
ミ
タ

リ
ヲ
ノ
）　

長
心
毛
（
ナ
カ
キ
コ
ヽ
ロ
モ
）　

不
所
念
鴨
（
オ
モ
ホ
エ
ヌ
カ
モ
）

と
い
ふ
も
此
類
な
れ
ば
、
今
も
た
と
へ
に
は
あ
ら
ざ
る
也
と
い
ヘ
る
は
さ
る
事

也
。

【
考
察
】

　

四
種
の
か
る
た
す
べ
て
に
、
山
鳥
が
描
か
れ
る
。［
Ａ
］
は
絵
の
左
下
の
屋
敷
の

中
に
男
性
が
ひ
と
り
居
り
、
画
面
右
上
の
山
の
方
を
眺
め
て
い
る
。
山
に
は
山
鳥
が

二
羽
描
か
れ
、
一
羽
は
尾
が
長
い
。
も
ち
ろ
ん
、
長
い
尾
の
方
が
雄
で
、
雌
雄
一
対

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
雄
は
立
ち
、
雌
は
座
っ
て
い
る
。
画
面
左
上
に
は
、
月
が

あ
る
。
こ
の
図
柄
は
、『
経
厚
抄
』『
三
奥
抄
』『
峯
の
か
け
は
し
』『
異
見
』
に
述
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
昼
は
一
所
に
い
る
が
、
夜
は
峰
や
谷
を
隔
て
て
寝
る
と
い
う
山
鳥

の
習
性
を
説
く
説
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
月
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
場
面
は

夜
で
あ
り
、
谷
を
隔
て
た
場
所
に
雌
雄
別
々
に
い
る
絵
と
見
ら
れ
る
。
か
る
た
の
札

の
小
さ
な
絵
に
は
、
雌
雄
の
位
置
関
係
を
明
確
に
描
き
き
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
構
図
自
体
は
、『
百
人
一
首
像
讃
抄
』
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
［
Ｂ
］［
Ｃ
］［
Ｄ
］
は
、
い
ず
れ
も
尾
が
長
い
雄
の
山
鳥
を
一
羽
描
く
。

　
［
Ｂ
］［
Ｄ
］
は
、
木
の
枝
に
山
鳥
が
一
羽
止
ま
っ
て
い
る
絵
で
あ
る
。
い
ず
れ
も



文
化
情
報
学　

十
四
巻
一
号
（
平
成
三
十
年
十
一
月
）

二
九
（
56
）

画
面
右
向
き
の
姿
勢
で
あ
る
が
、［
Ｄ
］
の
山
鳥
は
、
首
を
左
に
振
り
返
っ
た
よ
う

に
向
け
て
い
る
。
視
線
の
先
に
は
、
画
面
下
に
描
か
れ
た
遠
く
の
山
が
あ
り
、
そ
こ

に
雌
の
山
鳥
が
い
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。［
Ｂ
］
の
札
に
は
、
輪
郭
が
い
ま
ひ
と

つ
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
円
状
の
朱
の
印
が
見
え
る
。
同
様
の
印
が
、
喜
撰
法
師
以

下
、
蝉
丸
を
含
む
十
三
人
の
僧
・
法
師
の
札
に
、
明
瞭
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
人
丸
の
札
の
印
は
、
誤
っ
て
記
さ
れ
た
後
、
擦
り
消
さ
れ
た
も
の
か
。

　

残
る
［
Ｃ
］
は
、
山
肌
の
岩
の
尖
っ
た
場
所
で
あ
ろ
う
か
、
画
面
左
向
き
に
、
一

羽
の
山
鳥
を
描
く
。
木
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
山
に
居
る
よ
う
に
描
く
の

は
、「
山
鳥
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
か
。



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
一
）―

三
〇
（
55
）

四
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

　
山
邊
赤
人

た
こ
の

　
う
ら
に

　
　
　
う
ち

見
れ
は
　
　
い
て
ゝ

　
し
ろ
た
え
の

ふ
し
の

　
　
た
か
ね

　
　
　
　
に

ゆ
き
は

　
ふ
り
つ
ゝ

　
山
邊
赤
人

田
子
の
　
　
ふ
し
の

　
う
ら
に
　
　
　
高
ね
に

　
打
出
て
　
　
雪
は

　
　
み
れ
は
　
　
ふ
り
つ
ゝ

　
し
ろ
た
へ
の

ふ
し
の

　
　
た
か

　
　
ね
に

　
　
雪
は

　
　
ふ
り
つ
ゝ

　
山
邊
赤
人

た
こ
の
う
ら
に

う
ち
い
て
ゝ

み
れ
は
し

　
　
ろ
た
へ
の

冨
士
高
根

　
に
雪
は

ふ
り
つ
ゝ

　
　
　
山
邊
赤
人

田
子
の
浦
に

　
打
出
て

　
　
　
み
れ
は

し
ろ

　
た
え
の

ふ
し
の

　
　
た
か
ね
に

雪
は
降
つ
ゝ



文
化
情
報
学　

十
四
巻
一
号
（
平
成
三
十
年
十
一
月
）

三
一
（
54
）

【
字
母
】

［
Ａ
］（
山
邊
赤
人
）

　
　

太
己
能
宇
良
仁　

宇
知
以
天
（
ゝ
）（
見
）
連
八　

志
呂
多
衣
乃

　
　

不
之
乃
堂
可
年
耳　

由
幾
八
不
利
川
（
ゝ
）

［
Ｂ
］（
山
邊
赤
人
）

　
　

堂
己
乃
宇
良
仁　

宇
知
以
帝
（
ゝ
）
三
禮
盤　

之
呂
多
部
能

　
　
（
冨
士
高
根
）
尓　
（
雪
）
波
布
李
徒
（
ゝ
）

［
Ｃ
］（
山
邊
赤
人
）

　
　
（
田
子
）
能
宇
良
尓　
（
打
出
）
天
三
禮
八　

志
呂
多
部
乃

　
　

婦
之
乃
（
高
）
祢
尓　
（
雪
）
八
不
利
川
（
ゝ
）

　
　

不
之
乃
堂
可
祢
尓　
（
雪
）
八
不
利
川
（
ゝ
）

［
Ｄ
］（
山
邊
赤
人
）

　
　
（
田
子
）
能
（
浦
）
耳　
（
打
出
）
天
三
禮
波　

志
路
堂
衣
乃

　
　

不
之
乃
堂
可
年
尓　
（
雪
）
八
（
降
）
津
（
ゝ
）

【
古
注
釈
】

一
、
ど
こ
か
ら
の
詠
か
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 

田
子
の
浦
に
と
は
、
此
浦
に
打
出
て
先
此
所
の
景
を
感
ず
る
よ
し
也
。さ
て
又
、

海
越
の
冨
士
の
嶽
に
雪
降
て
、
え
も
い
は
ぬ
景
色
の
有
け
る
よ
と
、
感
に
不
堪

し
て
い
へ
る
歌
也
。

　

○
『
新
抄
』〈
割
注
〉

　
　

 

此
歌
、
万
葉
集
に
は
、
た
ご
の
う
ら
ゆ
〈
ゆ
は
よ
り
也
。
田
子
の
う
ら
よ
り
打

出
る
と
は
海
の
面
へ
舟
こ
ぎ
出
せ
し
意
に
ヤ
〉
…
…

　

○
『
米
沢
抄
小
書
』

　
　

 

富
士
の
影
田
子
の
う
ら
の
波
に
う
つ
り
て
よ
り
く
る
、
一
は
た
ゞ
田
子
の
う
ら

に
い
で
ゝ
富
士
を
思
り
、
見
二
説
也
。

　

○
『
水
無
月
抄
』

　
　

又
あ
る
説
に
舟
中
の
て
う
ば
う
と
も
い
へ
り
。

　

○
『
異
見
』

　
　

 

打
出
て
は
、
行
の
ゆ
く
て
な
ら
ず
、
わ
ざ
と
浜
辺
に
さ
し
出
て
見
や
る
を
い

ふ
。
さ
て
は
所
の
さ
ま
に
か
な
は
ず
、
な
ど
い
ふ
め
れ
ど
、
さ
ば
か
り
広
き
田

児
の
浦
の
い
づ
く
よ
り
か
望
ま
れ
け
ん
、
お
し
て
は
か
り
難
き
事
也
。
…
…

世
々
ふ
る
ま
ゝ
に
さ
る
べ
き
跡
の
か
は
り
行
さ
ま
、
挙
る
に
た
へ
ず
。
…
…
況

や
浜
づ
ら
磯
辺
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
、
い
か
で
そ
の
か
み
の
ま
ま
な
る
べ
き
。
妄
り

に
今
を
も
て
議
す
べ
か
ら
ず
。
…
…
初
学
云
、
此
歌
は
、
ま
ず
地
（
ト
コ
ロ
）

の
さ
ま
を
知
て
後
に
、
意
を
し
る
べ
し
云
々
。（
中
略
）
古
へ
の
海
道
は
今
の

さ
つ
た
坂
の
山
陰
の
磯
伝
ひ
に
て
、
其
さ
つ
た
山
の
東
の
倉
沢
て
ふ
所
に
く
れ

ば
、
富
士
は
見
放
ら
る
。
此
辺
み
な
田
子
の
浦
也
。
さ
て
こ
の
田
子
の
う
ら
よ

り
打
出
て
見
れ
ば
、
不
尽
の
高
ね
の
雪
の
真
白
に
天
に
秀
た
る
を
、
こ
は
い
か

で
と
ま
で
見
お
ど
ろ
き
た
る
さ
ま
也
。
…
…
初
学
に
説
な
し
た
る
、
な
が
な
が

し
き
事
ど
も
、
恐
ら
く
は
ひ
が
ご
と
な
る
べ
し
。
い
か
に
山
陰
よ
り
俄
に
も
の

せ
り
と
も
、
こ
ゝ
も
か
し
こ
も
田
子
の
う
ら
な
ら
ん
に
、
田
子
の
浦
よ
り
打
出

て
と
は
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
也
。
…
…
今
所
の
さ
ま
を
委
し
く
あ
げ
て
、
薩
埵

の
山
陰
よ
り
ゆ
く
り
な
く
出
て
、
ふ
と
見
付
て
、
こ
は
い
か
に
と
す
ゞ
ろ
き
た

る
さ
ま
に
い
へ
る
は
、
此
打
出
て
の
言
を
思
ひ
ま
ど
ひ
し
よ
り
の
牽
強
な
る
べ

し
。

二
、
煙
の
描
写
。
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○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

 

ふ
じ
は
も
と
よ
り
名
山
に
て
面
白
ク
、
雪
し
ろ
た
へ
に
ふ
り
み
ち
烟
立
の
ぼ
り

お
も
し
ろ
に
、
そ
の
景
色
の
み
な
ら
ず
、
み
ほ
の
松
原
う
き
嶋
の
原
こ
な
た
か

な
た
の
景
色
迄
も
う
つ
り
来
り
て
、
こ
と
ば
に
も
お
よ
び
が
た
き
心
を
こ
め
た

る
歌
也
。

【
考
察
】

　
［
Ａ
］
は
、
松
の
木
が
生
え
る
陸
地
に
、
従
者
を
連
れ
た
男
性
が
立
ち
、
右
手
を

挙
げ
て
、
画
面
左
上
の
山
、
富
士
山
を
仰
ぎ
見
る
姿
が
描
か
れ
る
。
画
面
左
下
に
わ

ず
か
に
描
か
れ
る
曲
線
は
、
陸
地
と
水
面
（
海
）
の
境
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

富
士
山
の
麓
に
は
雲
が
掛
か
っ
て
お
り
、
ま
た
山
頂
に
は
白
い
雪
を
冠
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
画
面
左
上
か
ら
の
斜
線
は
、
今
ま
さ
に
雪
が
降
っ
て
い
る
こ
と
を
示

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
赤
人
歌
の
結
句
「
雪
は
ふ
り
つ
つ
」
の
反
復
・
継
続
の
「
つ

つ
」
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
ふ
じ
の
山
を
あ
ふ
ぎ
み
れ
ば
雪
白
妙
に
ふ
り

て
」（
改
観
抄
）
も
参
考
に
な
る
。
一
方
、［
Ｂ
］
は
、
富
士
山
と
見
ら
れ
る
山
が
、

白
一
色
で
描
か
れ
て
い
る
。背
景
の
薄
い
青
は
、
そ
の
白
色
を
引
き
立
た
せ
て
い
る
。

画
面
最
下
部
の
斜
め
に
切
り
取
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、
海
を
示
し
て
い
る
と
も
見
え

る
。［
Ｃ
］
は
、
頂
を
画
面
上
部
、
左
側
に
寄
せ
て
、
白
い
山
の
姿
が
描
か
れ
る
。

輪
郭
線
の
背
後
の
朱
色
は
、
や
は
り
白
い
雪
の
富
士
山
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
画

面
下
方
、
右
側
の
陸
地
に
は
、
松
ら
し
き
木
々
が
生
え
て
お
り
、
三
保
の
松
原
と
見

ら
れ
る
。左
側
に
描
か
れ
る
水
面
は
海
で
あ
ろ
う
。［
Ｄ
］の
絵
の
構
図
は
、
先
の［
Ｃ
］

に
近
い
。
画
面
中
程
に
、
頂
を
左
に
寄
せ
、
上
部
が
白
い
山
が
、
左
側
が
切
れ
る
形

で
描
か
れ
て
い
る
。ま
た
、
画
面
下
部
に
は
右
側
に
陸
地
、
左
側
に
水
面
が
見
え
る
。

陸
地
に
は
人
家
ら
し
き
屋
根
が
三
つ
あ
り
、
う
ち
一
つ
か
ら
煙
ら
し
き
も
の
が
立
ち

上
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
ど
こ
か
ら
富
士
山
を
臨
ん
だ
詠
と
見
て
い
る
か
、
と
い
う

点
で
あ
ろ
う
。［
Ａ
］
に
描
か
れ
た
人
物
は
、
陸
か
ら
山
を
仰
い
で
い
る
が
、
富
士

山
と
人
物
と
の
間
に
は
、
ど
う
や
ら
海
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
［
Ｂ
］
は
、
画

面
最
下
部
を
海
と
す
る
な
ら
ば
、［
Ｃ
］ ［
Ｄ
］
と
同
様
に
、
下
方
に
海
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
四
種
す
べ
て
の
図
柄
は
、「
海
越
し
の
冨
士
の
嶽
」（
経
厚
抄
）

を
描
い
た
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
舟
の
中
か
ら
富
士
山
を
眺
め
た
詠
と
す

る
説
（
水
無
月
抄
）
も
あ
る
。［
Ｂ
］［
Ｃ
］［
Ｄ
］
は
、
単
に
景
物
の
配
置
の
都
合

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
解
釈
に
依
拠
し
て
描
か
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

な
お
、［
Ｃ
］［
Ｄ
］
の
絵
の
構
図
は
、
富
士
山
を
背
景
に
し
て
、
陸
地
が
右
側
に

描
か
れ
る
。
薩
埵
峠
や
由
比
な
ど
上
代
の
田
子
の
浦
と
さ
れ
る
場
所
、
あ
る
い
は
三

保
の
松
原
な
ど
、
富
士
山
を
西
側
か
ら
見
た
場
合
は
、
陸
地
は
左
側
に
見
え
る
は
ず

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
海
沿
い
か
ら
富
士
山
を
見
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、［
Ｃ
］

［
Ｄ
］
の
よ
う
な
絵
は
、
富
士
を
東
側
か
ら
見
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
側

か
ら
見
た
富
士
山
の
姿
な
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
構
図
は
、
江
戸
の
絵
師
が
考

案
し
た
も
の
か
。

　

最
後
に
、［
Ｄ
］
の
絵
に
は
、
人
家
か
ら
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
単
な
る
情
景
描
写
と
も
考
え
得
る
が
、「
雪
し
ろ
た
へ
に
ふ
り
み
ち
烟
立

の
ぼ
り
お
も
し
ろ
に
」（
色
紙
和
歌
）
と
い
っ
た
記
述
の
「
烟
」
を
、
富
士
山
の
煙

で
は
な
く
、
人
家
の
煮
炊
き
の
煙
と
読
み
誤
っ
た
可
能
性
を
想
定
す
る
の
は
、
い
さ

さ
か
深
読
み
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
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五
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

　
猿
丸
大
夫

お
く
山
に

　
も
み
ち

な
く
　
　
　
ふ
み

　
し
　
　
　
　
わ

　
　
か
の
　
　
け

こ
ゑ

　
き
く

　
　
と
き
そ

あ
き

　
　
は
　
か
な
し

　
　
　
　
　
　
き

　
猿
丸
太
夫

奥
山
に
　
　
こ
ゑ
き
く

　
も
み
ち
　
　
と
き
そ

　
ふ
み
わ
け
　
　
秋
は

な
く
　
　
　
　
　
　
か
な
し
き

　
鹿
の

　
こ
ゑ
き
く

と
き

　
そ

秋
は

　
か
な
し
き

　
猿
丸
大
夫

お
く
や
ま
に

　
紅
葉
ふ
み

わ
け
な
く
し

　
　
　
か
の

聲
聞

　
と
き
そ

秌
は

　
　
悲
し
き

　
　
鹿
の

　
　
　
な
く

　
　
ふ
み
わ
け

　
　
　
　
　
紅
葉

を
く
山
に

　
　
猿
丸
太
夫

声
聞
時
そ

あ
き
は

　
　
か
な
し
き
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
猿
丸
太
夫
）

　
　

於
久
（
山
）
尓　

毛
美
知
不
三
王
遣　

奈
久
之
可
乃

　
　

己
恵
幾
久
止
支
楚　

阿
幾
八
可
奈
之
幾

［
Ｂ
］（
猿
丸
太
夫
）

　
　

於
久
也
末
尓　
（
紅
葉
）
不
美
和
気
那
久
之
加
乃

　
　
（
聲
聞
）
東
支
曽
（
秌
）
波
（
悲
）
之
幾

［
Ｃ
］（
猿
丸
太
夫
）

　
　
（
奥
山
）
尓
毛
美
知
不
三
王
計
奈
久
（
鹿
）
乃

　
　

古
恵
幾
久
止
起
曽　
（
秋
）
八
可
奈
之
起

　
　

古
恵
幾
久
止
起
曽　
（
秋
）
盤
可
奈
之
幾

［
Ｄ
］（
猿
丸
太
夫
）

　
　

遠
久
（
山
）
耳　
（
紅
葉
）
不
三
王
遣
奈
久
（
鹿
）
乃

　
　
（
声
聞
時
）
曽　

安
支
八
可
那
之
幾

【
古
注
釈
】

一
、
鹿
が
鳴
く
理
由
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

 

此
鹿
に
心
な
を
あ
り
。
春
夏
な
ど
の
草
木
茂
隠
所
の
お
ゝ
き
時
は
、
野
に
も
山

に
も
里
に
も
お
き
ふ
し
て
を
の
が
栄
花
の
ま
ゝ
也
。
秋
暮
草
木
も
枯
行
ま
ゝ
し

だ
ひ
し
だ
ひ
に
山
ち
か
く
行
に
、
猶
爰
も
か
げ
な
く
な
れ
ば
山
の
奥
を
た
の
み

入
に
、
又
陰
な
け
れ
ば
、
木
葉
を
踏
分
露
時
雨
に
ぬ
れ
て
鳴
鹿
の
心
を
し
て
知

べ
し
。
今
は
い
づ
く
に
行
て
身
を
か
く
す
方
あ
ら
ん
と
哀
に
き
こ
ゆ
る
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

鹿
冬
は
山
ふ
か
く
住
物
也
。
春
わ
か
草
の
生
る
よ
り
野
に
出
、
草
む
ら
に
は
み

て
夏
を
過
し
、
秋
の
や
う
や
う
す
ゑ
に
成
て
草
も
か
る
ゝ
時
分
は
、
亦
木
の
実

を
く
ら
は
ん
と
て
山
の
奥
に
入
る
物
な
り
。
山
に
入
と
き
木
葉
の
つ
も
れ
る
を

踏
分
る
な
り
。
此
頃
迄
野
に
住
て
間
ぢ
か
く
き
こ
え
た
る
鹿
の
、
今
は
と
遠
ざ

か
る
こ
ゑ
の
か
ぎ
り
の
か
な
し
き
を
い
へ
り
。

二
、「
紅
葉
を
踏
み
分
け
る
」
の
は
作
者
か
鹿
か
。

　

○
『
古
注
』

　
　

 

鹿
も
は
や
奥
山
に
入
て
、
奥
山
の
も
み
ぢ
の
ち
り
つ
も
り
た
る
を
ふ
み
分
て
し

か
の
な
く
時
分
、
秋
は
取
分
て
か
な
し
き
と
よ
め
る
心
也
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

 

此
鹿
に
心
な
を
あ
り
。（
中
略
）
木
葉
を
踏
分
露
時
雨
に
ぬ
れ
て
鳴
鹿
の
心
を

し
て
知
べ
し
。

　

○
『
師
説
抄
』

　
　

 

扨
秘
説
と
い
ふ
は
、
ふ
み
分
る
、
と
句
を
切
て
見
る
也
。
此
心
は
、
我
紅
葉
を

ふ
み
分
、
又
鳴
鹿
の
声
を
聞
時
分
が
、
秋
が
至
て
か
な
し
き
と
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

鹿
冬
は
山
ふ
か
く
住
物
也
。（
中
略
）
山
に
入
と
き
木
葉
の
つ
も
れ
る
を
踏
分

る
な
り
。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

 

も
み
ぢ
踏
分
と
は
、
こ
れ
に
ふ
た
つ
の
心
有
べ
し
。
常
は
鹿
の
ふ
み
分
る
と
心

得
来
れ
り
。菅
家
の
此
歌
に
付
て
の
御
詩
に
、
秋
山
寂
々
ト
シ
テ
葉
零
々
タ
リ
。

麋
鹿
ノ
鳴
ク
音
数
処
ニ
聆
ユ
。
勝
地
尋
来
テ
遊
宴
ス
ル
処
。
無
朋
無
シ
テ
酒
意

猶
冷
マ
ジ
。此
第
三
句
に
勝
地
尋
来
と
い
ふ
に
よ
ら
ば
、
人
の
ふ
み
分
る
に
や
。

い
づ
れ
に
て
も
か
な
ふ
べ
し
。
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○
『
龍
吟
明
訣
抄
』

　
　

 

中
院
通
躬
公
、
此
お
く
山
に
は
口
伝
あ
る
事
に
て
、
鹿
の
ふ
み
分
た
る
と
此
方

の
ふ
み
わ
け
る
と
の
二
義
な
り
。
先
一
義
に
は
、
段
々
奥
山
に
わ
け
入
て
住
め

ば
鹿
の
な
く
声
に
つ
け
て
秋
の
悲
し
き
と
い
ふ
一
義
な
り
。
又
一
義
に
は
、
唯

山
ち
か
き
里
に
す
め
ば
、
奥
山
よ
り
紅
葉
ふ
み
わ
け
て
来
る
鹿
の
声
が
悲
し
き

と
云
一
義
也
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

ふ
み
わ
け
は
、
鹿
の
ふ
み
わ
け
て
鳴
と
意
得
る
ぞ
、
歌
の
つ
ゞ
け
に
お
き
て
す

な
ほ
な
る
。

【
考
察
】

　
［
Ａ
］
の
札
に
は
、
左
下
方
に
立
ち
姿
の
男
性
が
描
か
れ
、
右
上
方
に
描
か
れ
た

鹿
の
雌
雄
を
眺
め
て
い
る
。
画
面
左
上
方
に
は
枝
に
葉
を
付
け
た
ま
ま
の
楓
の
紅
葉

の
木
が
あ
る
。
右
下
方
に
描
か
れ
た
植
物
は
、
秋
の
七
草
で
あ
ろ
う
か
。
一
方［
Ｂ
］

に
は
、
紅
に
色
付
い
た
楓
の
紅
葉
の
葉
が
二
枚
、
象
徴
的
に
描
か
れ
る
。［
Ｃ
］
は
、

雌
雄
の
鹿
と
紅
葉
し
た
木
と
を
描
い
て
い
る
。［
Ｄ
］
も
そ
の
点
で
は
共
通
す
る
が
、

［
Ｃ
］
の
鹿
は
雌
雄
同
じ
く
画
面
左
を
向
い
て
い
る
の
に
対
し
、［
Ｄ
］
は
雌
雄
背
中

合
わ
せ
で
あ
り
、
雄
は
雌
の
方
を
振
り
向
い
た
姿
勢
を
と
っ
て
い
て
、
あ
た
か
も
鳴

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、［
Ｃ
］の
紅
葉
は
ま
だ
散
っ
て
い
な
い
が
、［
Ｄ
］

は
鹿
の
足
下
に
散
り
敷
い
た
紅
葉
が
描
か
れ
る
。

　

ま
ず
気
づ
く
の
は
、
楓
の
紅
葉
の
葉
の
み
を
描
く［
Ｂ
］以
外
の［
Ａ
］［
Ｃ
］［
Ｄ
］

に
は
、
鹿
が
雌
雄
の
つ
が
い
で
描
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
該
歌
の
「
鳴
く

鹿
の
声
」
が
、
い
わ
ゆ
る
妻
恋
い
の
声
な
ら
ば
、
雄
鹿
の
み
を
描
く
の
が
ふ
さ
わ
し

い
と
も
考
え
得
る
が
、
古
注
釈
で
は
、
春
夏
秋
冬
と
季
節
が
巡
る
に
つ
れ
、
草
木
が

枯
れ
る
と
、
鹿
は
隠
れ
場
所
を
失
い
、
ま
た
食
料
と
し
て
木
の
実
を
求
め
て
山
の
奥

へ
奥
へ
と
入
っ
て
い
き
、
最
後
は
身
を
隠
す
場
所
の
な
く
な
っ
た
哀
れ
を
、
鹿
の
声

に
読
み
取
る
も
の
も
あ
る
（
天
理
本
聞
書
・
三
奥
抄
）。
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
背
景

と
す
れ
ば
、
雌
雄
つ
が
い
の
鹿
の
挿
絵
も
生
ま
れ
て
こ
よ
う
。
な
お
、『
百
人
一
首

像
讃
抄
』
に
お
い
て
も
、
雌
雄
の
鹿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

さ
て
前
述
の
と
お
り
、［
Ａ
］
の
札
は
、
山
中
に
作
者
自
身
が
足
を
踏
み
入
れ
て

い
る
絵
に
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
［
Ａ
］
の
か
る
た
は
、
す
べ
て
の
札
に
人
物
を

描
く
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
図
柄
を
採
る
の
は
、「
奥
山
に
紅
葉
ふ
み
わ

け
」
た
の
は
作
者
と
い
う
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、［
Ｄ
］
の
絵
で
は
、

鹿
の
足
下
に
紅
葉
が
散
っ
て
い
る
。
人
物
を
描
く
こ
と
の
な
い
［
Ｄ
］
の
か
る
た
で

は
あ
る
が
、
や
は
り
鹿
が
紅
葉
を
踏
み
分
け
て
奥
山
に
入
っ
た
と
解
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

奥
山
に
紅
葉
踏
み
分
け
入
っ
た
の
は
作
者
か
鹿
か
。
古
注
釈
に
お
い
て
、
作
者
と

解
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
『
師
説
抄
』
秘
説
で
あ
る
。
ま
た
、
作
者
と
鹿
、
二
説
を

並
記
す
る
『
改
観
抄
』『
龍
吟
明
訣
抄
』
も
あ
る
。『
改
観
抄
』
が
作
者
説
の
根
拠
と

し
て
引
用
す
る
菅
家
の
漢
詩
「
秋
山
寂
寂
葉
零
零
（
し
う
ざ
ん
せ
き
せ
き
は
れ
い
れ

い
）
麋
鹿
鳴
音
数
処
聆
（
び
ろ
く
の
な
く
こ
ゑ
あ
ま
た
の
と
こ
ろ
に
き
こ
ゆ
）
勝
地

尋
来
遊
宴
処
（
し
よ
う
ち
に
た
づ
ね
き
た
り
て
い
う
え
ん
す
る
と
こ
ろ
）　　

無
朋

無
酒
意
猶
冷
（
と
も
な
く
さ
け
な
く
し
て
こ
こ
ろ
な
ほ
つ
め
た
し
）」
は
、『
新
撰
万

葉
集
』
巻
之
上
、
一
一
三
番
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
直
前
一
一
二
番
に
載
る

歌
が
当
該
歌
で
あ
り
、
こ
の
道
真
の
漢
詩
を
当
該
歌
の
漢
訳
と
見
て
の
判
断
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、
や
は
り
鹿
説
を
採
る
古
注
釈
は
多
い
（
古
注
・
天
理
本
聞
書
・
三
奥
抄
・

宇
比
麻
奈
備
）。
と
く
に
『
宇
比
麻
奈
備
」
が
、
鹿
と
解
す
る
の
が
「
歌
の
つ
ゞ
け

に
お
き
て
す
な
ほ
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
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六
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

　
中
納
言
家
持

か
さ
ゝ
き
の

わ
た
せ
る

は
し
に

を
く
霜
の

し
ろ
き

　
　
　
を

　
　
み
れ

夜
そ
　
は

　
ふ
け
に

　
　
　
け
る

　
中
納
言
家
持

か
さ
さ
　
白
き
を

　
　
き
の
　
　
み
れ
は

わ
た
せ
る
　
よ
そ

　
は
し
に
　
　
ふ
け
に

お
く
霜
の
　
　
　
　
け
る

し
ろ
き
を

　
み
れ
は

夜
そ

　
更
に

　
　
　
け
る

中
納
言
家
持

鵲
の
わ
た

橋
に
　
せ
る

　
を
く
霜
の

　
　
よ
そ
更
に

　
を
見
れ
は

し
ろ
き
　
　
け

　
　
　
　
　
　
る

　
中
納
言
家
持

鵲
の
わ
た
せ
る

　
　
は
し
に

　
を
く

　
　
　
霜
の

し
ろ
き
を

　
　
み
れ
は

よ
そ
更
に

　
　
　
　
け
る
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
中
納
言
家
持
）

　
　

加
左
（
ゝ
）
幾
能　

王
多
世
累
者
之
尓　

遠
久
（
霜
）
能

　
　

之
路
幾
遠
三
礼
者　
（
夜
）
曽
不
計
尓
介
留

［
Ｂ
］（
中
納
言
家
持
）

　
　
（
鵲
）
乃　

和
多
世
留
（
橋
）
尓　

遠
久
（
霜
）
乃

　
　

之
呂
幾
遠
（
見
）
礼
者　

与
曽
（
更
）
尓
介
留

［
Ｃ
］（
中
納
言
家
持
）

　
　

加
左
（
ゝ
）
起
乃　

王
多
世
留
者
之
尓　

於
久
（
霜
）
能

　
　
（
白
）
幾
遠
三
礼
者　

与
曽
不
介
尓
介
留

　
　

志
呂
幾
遠
三
礼
者　
（
夜
）
曽
（
更
）
尓
介
留

［
Ｄ
］（
中
納
言
家
持
）

　
　
（
鵲
）
乃　

王
多
世
留
波
之
耳　

遠
久
（
霜
）
乃

　
　

志
路
支
遠
三
礼
八　

与
曽
（
更
）
尓
遣
留

【
古
注
釈
】

一
、「
か
さ
さ
ぎ
の
わ
た
せ
る
橋
」
を
天
上
に
見
る
説
。

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

 

此
歌
の
心
は
、
冬
ふ
か
く
成
て
月
も
な
く
雲
も
晴
た
る
夜
、
霜
は
天
に
み
ち
て

さ
え
に
さ
え
た
る
深
夜
な
ど
に
お
き
出
て
、
此
歌
を
思
は
ゞ
、
余
情
は
か
ぎ
り

有
べ
か
ら
ず
と
ぞ
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

 

先
は
か
さ
ゝ
ぎ
の
は
し
と
は
天
の
な
ど
こ
ゝ
ろ
へ
べ
し
。
月
落
烏
鳴
霜
満
天
と

云
詩
の
躰
に
あ
た
れ
り
と
云
々
。

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

此
歌
の
鵲
橋
は
只
天
の
事
也
。

二
、「
か
さ
さ
ぎ
の
わ
た
せ
る
橋
」
を
銀
河
（
天
の
川
）
と
す
る
説
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 

或
一
義
、
寒
夜
の
天
漢
の
白
き
を
見
て
、
か
し
こ
に
鵲
の
橋
も
有
こ
そ
す
ら
め

と
推
量
り
て
、
渡
せ
る
橋
に
を
く
霜
の
と
云
也
、
と
申
儀
を
以
て
仮
に
不
用
之

歟
。
追
て
有
口
伝
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

 

或
人
い
は
く
、
上
二
句
は
ひ
ろ
く
天
の
川
を
さ
し
て
い
ふ
と
み
る
べ
し
。
一
首

の
意
は
、
天
の
川
な
ど
す
み
わ
た
る
大
空
に
、
霜
の
置
べ
き
け
し
き
の
み
ち
た

る
を
み
れ
ば
、
も
は
や
夜
が
ふ
け
た
る
よ
と
よ
め
る
也
。
詩
に
も
霜
満
天
と
つ

く
れ
る
な
ど
同
じ
け
し
き
に
て
、
霜
の
置
べ
く
寒
く
す
ご
き
け
し
き
の
空
に
み

ち
た
る
を
い
ふ
。
大
空
の
事
を
鵲
の
橋
と
い
ひ
、
霜
の
置
べ
き
け
し
き
を
し
ろ

き
と
い
へ
る
、
か
や
う
に
さ
だ
さ
だ
と
た
し
か
に
い
へ
る
が
一
首
の
趣
向
に
て

た
く
み
也
と
い
へ
り
。
此
説
、
契
沖
が
説
に
似
て
今
す
こ
し
お
だ
や
か
也
。

○
『
古
注
』

　
　

 

を
く
霜
と
は
、
あ
な
が
ち
ま
こ
と
の
霜
に
あ
ら
ず
。
冬
の
夜
の
あ
け
が
た
に
、

こ
の
河
の
き
ら
き
ら
と
す
る
を
、
銀
河
と
い
へ
り
。
き
ら
き
ら
と
す
る
を
み
れ

ば
、
よ
の
あ
く
る
と
い
ふ
け
い
き
を
云
也
。

　

○
『
米
沢
抄
』〔
同
上
小
書
〕

　
　

 
内
裡
ノ
御
階
ニ
霜
ノ
白
ク
ヲ
ケ
ル
ガ
如
ク
ニ
、
天
河
ノ
白
ク
ナ
ル
時
夜
ノ
フ
ケ

タ
ル
ト
知
ル
、
忠
信
ノ
道
也
。
天
地
人
ノ
三
サ
イ
ヲ
読
リ
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

か
さ
ゝ
ぎ
の
橋
は
、
淮
南
子
に
七
月
七
日
の
夜
烏
鵲
塡
河
成
橋
度
織
女
と
い
へ
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る
よ
り
お
こ
れ
り
。
し
か
ら
ば
七
月
七
日
の
夜
の
こ
と
に
限
る
べ
け
れ
共
、
歌

の
な
ら
ひ
は
か
く
冬
の
夜
の
こ
と
に
も
用
る
な
り
。
…
…
な
べ
て
の
霜
は
暁
に

を
く
物
な
れ
共
、
か
さ
さ
ぎ
の
橋
は
空
に
あ
れ
ば
、
夜
半
に
先
霜
の
み
ゆ
る
心

な
り
。
霜
は
天
よ
り
下
る
故
な
り
。
ま
こ
と
に
か
の
橋
に
を
く
霜
の
み
ゆ
る
に

は
あ
ら
ね
共
、
こ
と
の
理
を
以
て
見
た
る
や
う
に
い
ひ
な
す
は
、
歌
も
詩
も
皆

か
く
の
ご
と
し
。

三
、「
か
さ
さ
ぎ
の
わ
た
せ
る
橋
」
を
地
上
に
見
る
説
。

　

○
『
拾
穂
抄
』

　
　

 

か
さ
さ
ぎ
の
橋
と
は
、
淮
南
子
ニ
云
フ
、
烏
鵲
塡
河
成
橋
以
度
織
女
云
々
。
是

七
夕
の
夜
の
事
な
る
哉
。
爰
に
か
り
用
ひ
て
、
橋
に
置
た
る
霜
の
あ
り
さ
ま
を

か
く
云
也
。

　

○
『
雑
談
』

　
　

 

為
家
卿
の
後
撰
集
の
抄
に
書
付
給
ふ
は
、
こ
の
歌
を
定
家
卿
の
宣
し
は
、
深
夜

の
月
も
な
く
空
さ
え
わ
た
り
、
心
も
す
み
ま
さ
る
折
ふ
し
、
橋
の
一
筋
み
え
た

る
に
霜
あ
ざ
や
か
に
置
た
る
さ
ま
、
さ
ら
さ
ら
此
世
界
と
も
覚
え
ず
、
感
情
あ

ま
り
て
、
是
は
天
上
の
か
さ
ゝ
ぎ
の
橋
に
や
な
ど
お
も
ひ
よ
そ
へ
て
、
読
出
せ

る
も
の
成
べ
し
、
と
宣
ひ
つ
る
よ
し
か
ゝ
れ
侍
る
と
ぞ
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

烏
鵲
橋
は
先
大
内
の
御
橋
を
天
に
た
と
へ
い
へ
り
。
さ
て
是
は
厳
な
る
宮
中
の

冬
の
夜
に
御
橋
の
霜
の
白
き
を
見
て
、
夜
の
更
た
る
事
を
し
る
と
い
ふ
也
。（
中

略
）
或
説
に
わ
た
せ
る
橋
に
お
く
霜
の
と
い
ふ
を
、
か
ら
う
た
を
思
ひ
て
、
天

に
満
た
る
霜
の
事
と
い
へ
ど
、
そ
は
霜
の
気
の
さ
ま
ば
か
り
也
。
実
の
橋
の
上

に
お
き
た
る
霜
な
ら
ず
は
、
白
き
を
み
れ
ば
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

　

○
『
異
見
』

　
　

 

お
き
わ
た
し
た
る
霜
の
い
と
も
し
ろ
き
を
見
れ
ば
、
夜
は
ふ
け
た
り
な
、
ふ
け

に
け
り
と
、
か
へ
り
て
思
ひ
さ
だ
む
る
に
、
寒
夜
の
さ
ま
身
に
し
む
歌
な
り
。

初
二
の
句
は
、
た
ゞ
霜
を
お
こ
さ
ん
序
の
み
に
お
け
り
。

四
、
月
の
な
い
夜
で
あ
る
こ
と
。

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

此
歌
の
心
は
、
冬
ふ
か
く
成
て
月
も
な
く
雲
も
晴
た
る
夜
、
…
…

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

 

家
持
が
闇
夜
に
起
出
て
、
月
も
な
く
さ
え
さ
え
た
る
天
に
む
か
ひ
て
吟
じ
出
た

る
所
也
。

　

○
『
雑
談
』

　
　

…
…
深
夜
の
月
も
な
く
空
さ
え
わ
た
り
、
心
も
す
み
ま
さ
る
折
ふ
し
、
…
…

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

月
も
な
き
冬
の
夜
に
霜
の
し
ろ
し
ろ
と
み
ゆ
る
は
、
ま
こ
と
に
夜
に
更
た
る
さ

ま
の
し
る
き
も
の
也
。

【
考
察
】

　

四
種
の
か
る
た
の
う
ち
、
ま
ず
特
徴
的
な
の
は
、［
Ａ
］
の
札
の
挿
絵
で
あ
ろ
う
。

画
面
左
上
の
牽
牛
と
、
右
下
の
織
女
は
お
互
い
に
見
つ
め
合
い
、
両
者
の
間
に
流
れ

る
銀
河
に
は
、
三
羽
の
鵲
が
橋
と
な
っ
て
架
か
っ
て
い
る
。
対
す
る
［
Ｂ
］
は
、
月

を
背
景
に
し
て
、
五
羽
の
鵲
が
列
を
な
し
て
飛
ん
で
い
る
絵
が
描
か
れ
る
。
さ
ら
に

［
Ｃ
］
は
、
水
の
流
れ
に
架
か
っ
た
橋
に
、
二
羽
の
鵲
が
止
ま
っ
て
い
る
。
橋
の
上

に
は
、
薄
く
霜
が
降
り
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
橋
の
た
も
と
に
咲
く
花
は
、
こ
の
絵

が
地
上
の
風
景
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
［
Ｄ
］
は
、
十
羽
の
鵲
が
一
列
に
並

ん
で
飛
ん
で
い
る
空
を
描
く
。
そ
こ
に
月
は
出
て
い
な
い
。
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当
該
歌
の
「
か
さ
さ
ぎ
の
橋
」
を
、
天
上
（
空
）
の
情
景
と
す
る
捉
え
方
は
少
な

く
な
い（
宗
祇
抄
・
色
紙
和
歌
・
幽
斎
抄
）。
そ
れ
は
、「
月
落
烏
鳴
霜
満
天
」（
淮
南
子
）

と
い
う
漢
詩
を
念
頭
に
置
き
、「
烏
」
を
「
か
さ
さ
ぎ
」
と
解
し
た
こ
と
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
か
ろ
う
。
さ
ら
に
、［
Ａ
］
の
絵
に
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
か
さ
さ
ぎ
の
橋
」
を
天
の
川
（
銀
河
）
に
見
立
て
て
解
す
る
説
も
多
い
（
経
厚
抄
・

新
抄
・
古
注
・
米
沢
抄
〔
同
上
小
書
〕・
三
奥
抄
）。
そ
の
場
合
は
、「
烏
鵲
塡
河
成

橋
度
織
女
」（
淮
南
子
）
の
影
響
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、「
か
さ
さ
ぎ
の
橋
」
を
地
上
に
見
る
説
も
あ
る
（
拾
穂
抄
・
雑
談
・

宇
比
麻
奈
備
・
異
見
）。
中
で
も
、『
拾
穂
抄
』『
雑
談
』
は
、
七
夕
の
夜
の
天
の
川

の
情
景
を
、
地
上
の
橋
に
置
い
た
霜
の
様
子
に
見
出
し
て
い
る
。
ま
た
、『
宇
比
麻

奈
備
』
は
、「
烏
鵲
橋
は
先
大
内
の
御
橋
を
天
に
た
と
へ
い
へ
り
」
と
指
摘
す
る
。

地
上
の
川
に
架
か
る
霜
の
降
り
た
橋
を
描
く
［
Ｃ
］
の
図
柄
は
、
こ
れ
ら
の
古
注
釈

の
内
容
を
背
景
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、［
Ｂ
］［
Ｄ
］
は
、
鵲
が
隊
列
を
な
し
て
飛
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し

て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
月
が
描
か
れ
る［
Ｂ
］に
対
し
、［
Ｄ
］に
は
月
が
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
月
が
出
て
い
な
い
こ
と
を
明
記
す
る
古
注
釈
に
は
、『
宗
祇
抄
』

『
幽
斎
抄
』『
雑
談
』『
宇
比
麻
奈
備
』
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
先
の
淮
南
子
の
「
月
落
」

と
い
う
表
現
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
か
。

　
附
　
記

　

本
稿
は
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
研
究
科
に
お
け
る
二
〇
一
七
年
度
秋
学
期
の

授
業
「
日
本
古
典
文
学
情
報
特
論
2
」
に
お
い
て
採
り
上
げ
た
内
容
の
一
部
で
あ
る
。

穂
満
建
等
（
一
番
・
四
番
）・
高
瀬
真
里
奈
（
二
番
・
五
番
）・
李
羽
（
三
番
・
六
番
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
歌
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
を
も
と

に
、「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
19
期
研
究
会
第

4
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号16K

00469

、

二
〇
一
六
～
二
〇
一
八
年
度
）
の
一
環
と
し
て
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
。

　

な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
持
統
天
皇
の
二
番
歌
に
つ
い
て
は
、
淡
江
大
學
淡
水

校
園
守
謙
國
際
會
議
中
心
に
お
け
る
淡
江
大
学
外
國
語
文
學
院
・
同
志
社
大
學
文
化

情
報
學
部
「
外
語
教
育
與
在
地
文
化
研
究
學
術
論
壇
」
に
お
い
て
、
そ
の
骨
子
を
発

表
し
た
（
福
田
智
子
「『
百
人
一
首
』
の
絵
画
化
―
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所

蔵
資
料
を
中
心
に
―
」、
二
〇
一
八
年
四
月
二
十
八
日
）。
席
上
、
下
嶋
篤
氏
（
同
志

社
大
学
）
に
は
認
知
科
学
の
立
場
か
ら
、
ま
た
、
司
会
の
内
田
康
氏
（
淡
江
大
学
）

に
は
国
文
学
の
見
地
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
。


